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	応用
	抗原情報
	背景
	細胞局在:細胞質。細胞膜; 膜タンパク質。静止期Tリンパ球では細胞質内に存在する。TCRが活性化されると、CD247/CD3Zと相互作用して細胞膜にリクルートされる。免疫シナプスではRHOHと共局在する。RHOHは、胸腺細胞の細胞膜および細胞骨格分画への適切な局在に必要である（相同性による）。この遺伝子は、タンパク質チロシンキナーゼファミリーに属する酵素をコードし、T細胞の発達とリンパ球の活性化に関与する。T細胞抗原受容体（TCR）刺激によりチロシン残基がリン酸化されるこの酵素は、SrcファミリーキナーゼであるLckおよびFynと組み合わせて、TCRを介したシグナル伝達の初期段階で機能する。この酵素は胸腺細胞の発達にも不可欠である。この遺伝子の変異は、CD8陽性T細胞の選択的欠損を特徴とする重症複合免疫不全症である選択的T細胞欠損症を引き起こす。この遺伝子には、異なるアイソフォームをコードする2つの転写バリアントが見つかっている。[RefSeq提供、2008年7月]
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	EL-4-B5細胞ライセートを4～20% SDS-PAGEで分離し、膜をZAP-70ウサギモノクローナル抗体（1:1000）でブロッティングした。抗体の検出にはHRP標識ヤギ抗ウサギIgG(H + L)抗体を用いた。

